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時筆者自身が施したものもあるが、書寫後も時を異にして數回にわたつて行はれて居るのであつて、墨書又は朱書の書入の内にも時代の違つたもの 混じて居るのである。其内最古いと認められるのは、主として巻一及巻二に存する鮮かな朱の書入〔中略〕之につぐものは本文に似た漆黒な墨 書入 つて、
重（ママ）
に巻第一
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③、歌の本文を改め それに伴う訓も改める場合、形が近似している字への 訂に留め それに沿って訓も改めている
 
④、『萬葉集註釋』の記述に「心」「心詞」という語が用 られる例、『日本書紀』 記事や伝承が記されている例があり、前者は巻一奥書の「爲心詞參差句」、後者は 不勘古語之點」に相当すると考えられる
 






















































































































































































    
  
  













































【古葉】「イリタチノ」 伊縁立之 イヨシタチソ 「（「タチソ」ノ右）タシヽ（抹消）」「テヽシ」 △
3 長歌 御執 （ミ、墨）トラシノ ナシ 【元暦】「御執」【類聚】ナシ【古葉】「御執」 ナシ 【元暦】「ミイキヲヒノ（墨）」【類聚】ナシ【古葉】「ミ（空白）」 御勢 ミトラシ
「（「ミ」ノ右）ミ」「（本文左）ミイキホヒノ（抹
消）」 △






卜歎居者 シメ井ムトセハ 「（「シメ井ムトセハ」ノ右）ウラナキヲレハ」「（本文左）ウラフレヲレハ」 ヌエトリノウラナキヲレハトハ、シタナクヲ、ウラナクト云也












































縁而有許曽 ヨリテアルコソ 「（「ル」ヲ抹消シテ右）レ」 △














浮倍流礼 ウカヘナカルレ 「（「ル」ヲ抹消シテ右）セ」 △















































【古葉】「イリタチノ」 伊縁立之 イヨシタチソ 「（「タチソ」ノ右）タシヽ（抹消）」「テヽシ」 △
3 長歌 御執 （ミ、墨）トラシノ ナシ 【元暦】「御執」【類聚】ナシ【古葉】「御執」 ナシ 【元暦】「ミイキヲヒノ（墨）」【類聚】ナシ【古葉】「ミ（空白）」 御勢 ミトラシ
「（「ミ」ノ右）ミ」「（本文左）ミイキホヒノ（抹
消）」 △






卜歎居者 シメ井ムトセハ 「（「シメ井ムトセハ」ノ右）ウラナキヲレハ」「（本文左）ウラフレヲレハ」 ヌエトリノウラナキヲレハトハ、シタナクヲ、ウラナクト云也












































縁而有許曽 ヨリテアルコソ 「（「ル」ヲ抹消シテ右）レ」 △














浮倍流礼 ウカヘナカルレ 「（「ル」ヲ抹消シテ右）セ」 △




































































ヒシ」 吾欲之 ワカオモヒシ 「（「オモヒ」ノ右）ホリ」 △
29 長歌 日知之御世従 （ヒシリノミヨ、墨）ユ ナシ 【元暦】「日知之御世従（代赭）」【類聚】「日知之御世従」【古葉】「日知之御世従」 ナシ
【元暦】「ヒシリノミヨユ（代赭）」【類聚】






32 短歌 古人尒 フル（ヒトニ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「古人尒」【古葉】「古人尒」 【元暦】ナシ【類聚】「いにしへのひとに」
【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「イニシヘ
ノヒトニ」 古人尒 イニシヘノヒトニ 「（本文左）フルヒトニ」 ×









36 長歌 花散相 （ハナ、墨）チラフ ナシ 【元暦】「花散相」【類聚】「花散相」【古葉】「花散相」 ナシ
【元暦】「ハナチリアヒ（代赭）」【類聚】ナ
シ【古葉】「ハナチリアフ」 花散相 チリアヒ 「（「リアヒ」ヲ抹消シテ左）ラフ」 △






多藝津河内尒 タキツカハウチニ 「（「ハウ」ヲ抹消シテ右）フ」 △













【類聚】ナシ【古葉】「ハルヘハ」 春部者 ハルヘハ ナシ △




































































ヒシ」 吾欲之 ワカオモヒシ 「（「オモヒ」ノ右）ホリ」 △
29 長歌 日知之御世従 （ヒシリノミヨ、墨）ユ ナシ 【元暦】「日知之御世従（代赭）」【類聚】「日知之御世従」【古葉】「日知之御世従」 ナシ
【元暦】「ヒシリノミヨユ（代赭）」【類聚】






32 短歌 古人尒 フル（ヒトニ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「古人尒」【古葉】「古人尒」 【元暦】ナシ【類聚】「いにしへのひとに」
【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「イニシヘ
ノヒトニ」 古人尒 イニシヘノヒトニ 「（本文左）フルヒトニ」 ×









36 長歌 花散相 （ハナ、墨）チラフ ナシ 【元暦】「花散相」【類聚】「花散相」【古葉】「花散相」 ナシ
【元暦】「ハナチリアヒ（代赭）」【類聚】ナ
シ【古葉】「ハナチリアフ」 花散相 チリアヒ 「（「リアヒ」ヲ抹消シテ左）ラフ」 △






多藝津河内尒 タキツカハウチニ 「（「ハウ」ヲ抹消シテ右）フ」 △













【類聚】ナシ【古葉】「ハルヘハ」 春部者 ハルヘハ ナシ △











































② 45 長歌 吾大王 （ワカオホキミ、墨）ノ ナシ 【元暦】「吾大王」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 吾大王 ワカオホキミ 「（「ミ」ヲ抹消シテ右）ミ」 △
45 長歌 石根 （イハ、墨）カ（ネノ、墨） ナシ 【元暦】「石根」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ
【元暦】「イハネ（代赭）」「イハネノ（墨）」
【類聚】ナシ【古葉】ナシ 石根 イハカネノ ナシ △






所念奈戸二 オモフラムナヘニ 「（「フラム」ヲ抹消シテ右）ホス」 △
50 長歌 吾作 （ワカ、墨）ツクル ナシ 【元暦】「吾作」【類聚】「吾作」【古葉】「吾作」 ナシ 【元暦】「ワカサ（代赭）」「ツクル（本文左、代赭）」【類聚】ナシ【古葉】「ワカサ」 吾作 ワカサ
「（「サ」ヲ抹消シテ右）ツクル」「（本文「作」ノ
左）ツクル」 △








榜多味行之 コキイキヽユキシ 「（本文「多覧」ノ右）タミ」「（「イキ」ヲ抹消シテ右）タミ」「（「ユキシ」ノ右）或本コクタヒ」 △










コリ」 川之氷凝 カハノヒコリ 「（「コ」ト「リ」ノ間）ホ」
イハトコト、カハノヒコリテ、サユルヨトイヘルハ、河水ノ、イハトコナトノヤウニコホリタルヲイフ。
コホリヲ、ヒトイフハ、ヒユトイフコトハ也。












相格良思吉 アヒテカクラオモヒキ 「（「ヒテカク」ヲ抹消シテ右）ラソフ」「（「オモヒ」ヲ抹消シテ右）シ」 △




家忌 イヘヲイミ 「（「ヲイミ」ヲ抹消シテ右）ワスレ」「（本文「忌」ノ左）ワスレ」 △






























































② 45 長歌 吾大王 （ワカオホキミ、墨）ノ ナシ 【元暦】「吾大王」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 吾大王 ワカオホキミ 「（「ミ」ヲ抹消シテ右）ミ」 △
45 長歌 石根 （イハ、墨）カ（ネノ、墨） ナシ 【元暦】「石根」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ
【元暦】「イハネ（代赭）」「イハネノ（墨）」
【類聚】ナシ【古葉】ナシ 石根 イハカネノ ナシ △






所念奈戸二 オモフラムナヘニ 「（「フラム」ヲ抹消シテ右）ホス」 △
50 長歌 吾作 （ワカ、墨）ツクル ナシ 【元暦】「吾作」【類聚】「吾作」【古葉】「吾作」 ナシ 【元暦】「ワカサ（代赭）」「ツクル（本文左、代赭）」【類聚】ナシ【古葉】「ワカサ」 吾作 ワカサ
「（「サ」ヲ抹消シテ右）ツクル」「（本文「作」ノ
左）ツクル」 △








榜多味行之 コキイキヽユキシ 「（本文「多覧」ノ右）タミ」「（「イキ」ヲ抹消シテ右）タミ」「（「ユキシ」ノ右）或本コクタヒ」 △










コリ」 川之氷凝 カハノヒコリ 「（「コ」ト「リ」ノ間）ホ」
イハトコト、カハノヒコリテ、サユルヨトイヘルハ、河水ノ、イハトコナトノヤウニコホリタルヲイフ。
コホリヲ、ヒトイフハ、ヒユトイフコトハ也。












相格良思吉 アヒテカクラオモヒキ 「（「ヒテカク」ヲ抹消シテ右）ラソフ」「（「オモヒ」ヲ抹消シテ右）シ」 △




家忌 イヘヲイミ 「（「ヲイミ」ヲ抹消シテ右）ワスレ」「（本文「忌」ノ左）ワスレ」 △















































































13 長歌 髙山波 カク（ヤマハ、墨） ナシ 【元暦】「髙山波」【類聚】「髙山波」【古葉】「髙山波」 ナシ
【元暦】「タカヤマハ（代赭）」「カク（朱）」
【類聚】ナシ【古葉】「タカヤマハ」 髙山波 タカヤマハ 「（「タカ」ノ右）カグ」「（「マ」ノ右）マ」










葉】「タカヤマト」 髙山與 タカヤマト 「（「タカ」ノ右）カグ」「（「マ」ノ右）マ」 △





















打麻手 ウテルヲヽ 「（本文「手」ノ右）乎」 打麻乎麻續王白水郎有哉（ウツアサヲヲミノオホキミアマナレヤ）ウツトイフハ、モノヲホムル詞ノ随一也。ヨキアサヲト、云コトハナリ。














ナシ【古葉】「ナラヤマコエテ」 平山乎超 ナラヤマヲコエ 「（「マ」ノ右）マ」
青丹吉平山乎超（アオニヨシナラヤマコヘテ）。此句古點者、アヲニヨシ、ヒラヤマコエテト點
ス。アヲニヨシナラ、ツネノコト也。不〈レ〉可〈レ〉有〈二〉相違〈一〉。
































































13 長歌 髙山波 カク（ヤマハ、墨） ナシ 【元暦】「髙山波」【類聚】「髙山波」【古葉】「髙山波」 ナシ
【元暦】「タカヤマハ（代赭）」「カク（朱）」
【類聚】ナシ【古葉】「タカヤマハ」 髙山波 タカヤマハ 「（「タカ」ノ右）カグ」「（「マ」ノ右）マ」










葉】「タカヤマト」 髙山與 タカヤマト 「（「タカ」ノ右）カグ」「（「マ」ノ右）マ」 △





















打麻手 ウテルヲヽ 「（本文「手」ノ右）乎」 打麻乎麻續王白水郎有哉（ウツアサヲヲミノオホキミアマナレヤ）ウツトイフハ、モノヲホムル詞ノ随一也。ヨキアサヲト、云コトハナリ。














ナシ【古葉】「ナラヤマコエテ」 平山乎超 ナラヤマヲコエ 「（「マ」ノ右）マ」
青丹吉平山乎超（アオニヨシナラヤマコヘテ）。此句古點者、アヲニヨシ、ヒラヤマコエテト點
ス。アヲニヨシナラ、ツネノコト也。不〈レ〉可〈レ〉有〈二〉相違〈一〉。


































































50 長歌 鴨自物 （カモシ、墨）モノ ナシ 【元暦】「鴨自物」【類聚】「鴨自物」【古葉】「鴨自物」 ナシ
【元暦】「カモヨリモノハ（代赭）」【類聚】ナ





















52 長歌 背友乃 ソ（トモノ、墨） ナシ 【元暦】「背友乃」【類聚】「背伎乃」【古葉】「背友乃」 ナシ
【元暦】「セナトモノ（朱）」【類聚】ナシ【古














































































































50 長歌 鴨自物 （カモシ、墨）モノ ナシ 【元暦】「鴨自物」【類聚】「鴨自物」【古葉】「鴨自物」 ナシ
【元暦】「カモヨリモノハ（代赭）」【類聚】ナ





















52 長歌 背友乃 ソ（トモノ、墨） ナシ 【元暦】「背友乃」【類聚】「背伎乃」【古葉】「背友乃」 ナシ
【元暦】「セナトモノ（朱）」【類聚】ナシ【古


































































































60 短歌 隠尒加 カクル（ニカ、墨） ナシ 【元暦】「隠尓加」【類聚】「隠尒加」【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「シノヒニカ（本文左、朱）」【類聚】「シノヒニカ（本文左、墨）」【古葉】ナシ 隠尒加 シノヒニカ
「（「シノヒ」ヲ抹消シテ右）ナバリ」「（「シノヒ」
ノ左）伊賀地名」





65 短歌 住𠮷𠮷乃 （スミ、墨）ノエ（ノ、墨） ナシ 【元暦】「住𠮷𠮷乃」【類聚】「住𠮷𠮷乃」【古葉】「住𠮷𠮷乃」 【元暦】ナシ【類聚】「すみよしの」 【元暦】「スミヨシノ（本文左、朱）」【類聚】ナシ【古葉】「スミヨシノ」 住吉乃 スミヨシノ 「（「ヨシ」ヲ抹消シテ右）ノエ」「（「ノエ」ノ更ニ右）スミノエノ」















ヌレト」 枕宿杼 マクラモヌレト （「マクラモ」ヲ抹消シテ右）マキテシ」










79 長歌 柔備尒之 ニキ（ヒニシ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「柔備尒之」【古葉】「柔備尒之」 ナシ
【元暦】ナシ【類聚】「可考」【古葉】「ヤハ
ラヒニ」 柔備尒之 ヤハラビニシ 「（本文「柔」ト訓ノ間）○」 ニキヒニシトイヘルハ、ニキハヘルトイフ也。
79 長歌 隠國乃 コモリ（クノ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「隠國乃」【古葉】「隠國乃」 ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「カクレクノ」 隠國乃 カクレクノ
「（「カ」ノ右）コ　イ」「（本文「隠」ト訓ノ間）○」
「（本文「隠」ノ左）コモリ」 △
83 短歌 海底 ワタツミノ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「海底」【古葉】「海底」 【元暦】ナシ【類聚】「みなそこの」
【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「ミナソコ












































































60 短歌 隠尒加 カクル（ニカ、墨） ナシ 【元暦】「隠尓加」【類聚】「隠尒加」【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「シノヒニカ（本文左、朱）」【類聚】「シノヒニカ（本文左、墨）」【古葉】ナシ 隠尒加 シノヒニカ
「（「シノヒ」ヲ抹消シテ右）ナバリ」「（「シノヒ」
ノ左）伊賀地名」





65 短歌 住𠮷𠮷乃 （スミ、墨）ノエ（ノ、墨） ナシ 【元暦】「住𠮷𠮷乃」【類聚】「住𠮷𠮷乃」【古葉】「住𠮷𠮷乃」 【元暦】ナシ【類聚】「すみよしの」 【元暦】「スミヨシノ（本文左、朱）」【類聚】ナシ【古葉】「スミヨシノ」 住吉乃 スミヨシノ 「（「ヨシ」ヲ抹消シテ右）ノエ」「（「ノエ」ノ更ニ右）スミノエノ」















ヌレト」 枕宿杼 マクラモヌレト （「マクラモ」ヲ抹消シテ右）マキテシ」










79 長歌 柔備尒之 ニキ（ヒニシ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「柔備尒之」【古葉】「柔備尒之」 ナシ
【元暦】ナシ【類聚】「可考」【古葉】「ヤハ
ラヒニ」 柔備尒之 ヤハラビニシ 「（本文「柔」ト訓ノ間）○」 ニキヒニシトイヘルハ、ニキハヘルトイフ也。
79 長歌 隠國乃 コモリ（クノ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「隠國乃」【古葉】「隠國乃」 ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「カクレクノ」 隠國乃 カクレクノ
「（「カ」ノ右）コ　イ」「（本文「隠」ト訓ノ間）○」
「（本文「隠」ノ左）コモリ」 △
83 短歌 海底 ワタツミノ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「海底」【古葉】「海底」 【元暦】ナシ【類聚】「みなそこの」
【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「ミナソコ












































































シ【古葉】「コマナメテ」 馬數而 コマナメテ 「（「マ」ノ右）マ」 △
36 長歌 八隅知之 ヤスミシ（シ、墨） ナシ 【元暦】「八隅知之」【類聚】「八隅知之」【古葉】「八隅知之」 ナシ
【元暦】「ヤスミシシ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「ヤスミシル」 八隅知之 ヤスミシル ナシ △
38 長歌 安見知之 ヤスミシ（シ、墨） ナシ 【元暦】「安見知之」【類聚】「安見知之」【古葉】「安見知之」 ナシ
【元暦】「ヤスミシル（代赭）」【類聚】「ヤス
ミ」【古葉】「ヤスミシル」 安見知之 ヤスミシル 「（「スミ」ヲ抹消シテ右）スミ」 △
45 長歌 八隅知之 （ヤスミシ、墨）シ （右、朱）「●〽」 【元暦】「八隅知之」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「リシ（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 八隅知之 ヤスミシリシ（「リ」抹消） 「（「スミ」ヲ抹消シテ右）スミ」 △
45 長歌 高照 （タカ、墨）テラス ナシ 【元暦】「高照」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「タテル（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 高照 タカタテル
「（「タテ」ヲ抹消シテ右）ヒカ」「（本文上部書
入）一説ニ高テラス■モアラシ」 △
49 短歌 馬副而 ウ（マナメテ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 馬副而 ムマカヘテ 「（「マカ」ヲ抹消シテ右）マナ」 ×
50 長歌 八隅知之 （ヤスミシ、墨）シ （右、朱）「●〽」 【元暦】「八隅知之」【類聚】「八隅知之」【古葉】本文損傷により欠落 ナシ
【元暦】「（空白）シ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】本文損傷により欠落 八隅知之 ヤスミシリシ（「リ」抹消） 「（「スミ」ヲ抹消シテ右）スミ」 △
50 長歌 高照 （タカ、墨）テラス ナシ 【元暦】「高照」【類聚】「髙照」【古葉】本文損傷により欠落 ナシ
【元暦】「タテル（代赭）」【類聚】ナシ【古
葉】本文損傷により欠落 高照 タカタテル 「（「タテ」ヲ抹消シテ右）ヒカ」 △






日之御門尒 ヒシミカトニ 「（「シミ」ヲ抹消シテ右）ノミ」 △
52 長歌 八隅知之 （ヤスミシ、墨）シ （右、朱）「●〽」 【元暦】「八隅知之」【類聚】「八隅知之」【古葉】本文損傷により判読不能 ナシ
【元暦】「ヤスミシル（朱）」【類聚】ナシ【古
葉】本文損傷により判読不能 八隅知之 ヤスミシル 「（「ル」ヲ抹消シテ右）ヽ」 △




















枕之邊人 マクラセシヒト ナシ ×
79 長歌 万段 ヨロツ（タヒ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「万設」【古葉】「万■」 ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「モヽワタヒ」 万段 モヽソタヒ ナシ △















































シ【古葉】「コマナメテ」 馬數而 コマナメテ 「（「マ」ノ右）マ」 △
36 長歌 八隅知之 ヤスミシ（シ、墨） ナシ 【元暦】「八隅知之」【類聚】「八隅知之」【古葉】「八隅知之」 ナシ
【元暦】「ヤスミシシ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「ヤスミシル」 八隅知之 ヤスミシル ナシ △
38 長歌 安見知之 ヤスミシ（シ、墨） ナシ 【元暦】「安見知之」【類聚】「安見知之」【古葉】「安見知之」 ナシ
【元暦】「ヤスミシル（代赭）」【類聚】「ヤス
ミ」【古葉】「ヤスミシル」 安見知之 ヤスミシル 「（「スミ」ヲ抹消シテ右）スミ」 △
45 長歌 八隅知之 （ヤスミシ、墨）シ （右、朱）「●〽」 【元暦】「八隅知之」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「リシ（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 八隅知之 ヤスミシリシ（「リ」抹消） 「（「スミ」ヲ抹消シテ右）スミ」 △
45 長歌 高照 （タカ、墨）テラス ナシ 【元暦】「高照」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「タテル（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 高照 タカタテル
「（「タテ」ヲ抹消シテ右）ヒカ」「（本文上部書
入）一説ニ高テラス■モアラシ」 △
49 短歌 馬副而 ウ（マナメテ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 馬副而 ムマカヘテ 「（「マカ」ヲ抹消シテ右）マナ」 ×
50 長歌 八隅知之 （ヤスミシ、墨）シ （右、朱）「●〽」 【元暦】「八隅知之」【類聚】「八隅知之」【古葉】本文損傷により欠落 ナシ
【元暦】「（空白）シ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】本文損傷により欠落 八隅知之 ヤスミシリシ（「リ」抹消） 「（「スミ」ヲ抹消シテ右）スミ」 △
50 長歌 高照 （タカ、墨）テラス ナシ 【元暦】「高照」【類聚】「髙照」【古葉】本文損傷により欠落 ナシ
【元暦】「タテル（代赭）」【類聚】ナシ【古
葉】本文損傷により欠落 高照 タカタテル 「（「タテ」ヲ抹消シテ右）ヒカ」 △






日之御門尒 ヒシミカトニ 「（「シミ」ヲ抹消シテ右）ノミ」 △
52 長歌 八隅知之 （ヤスミシ、墨）シ （右、朱）「●〽」 【元暦】「八隅知之」【類聚】「八隅知之」【古葉】本文損傷により判読不能 ナシ
【元暦】「ヤスミシル（朱）」【類聚】ナシ【古
葉】本文損傷により判読不能 八隅知之 ヤスミシル 「（「ル」ヲ抹消シテ右）ヽ」 △




















枕之邊人 マクラセシヒト ナシ ×
79 長歌 万段 ヨロツ（タヒ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「万設」【古葉】「万■」 ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「モヽワタヒ」 万段 モヽソタヒ ナシ △











































⑤-B 3 長歌 朝庭 （ア、墨）サニハニ （右、墨）「アシタニハ　イ」 【元暦】「朝庭」【類聚】ナシ【古葉】「朝庭」 ナシ 【元暦】「アシタニハ（朱）」【類聚】ナシ【古葉】「アシタニハ」 朝庭 アシタニハ ナシ △
3 長歌 夕庭 （ユフ、墨）ニハニ （右、墨）「ユフヘニハ　イ」 【元暦】「夕庭」【類聚】ナシ【古葉】「夕庭」 ナシ 【元暦】「ユフヘニハ（朱）」【類聚】ナシ【古葉】「ユフヘニハ」 夕庭 ユフヘニハ ナシ △




聚】ナシ【古葉】「（空白）ラシ」 今他田渚良之 タヲラノ（抹消） 「（本文左）イマタヽスラシ」 △
17 長歌 山際 （ヤマノ、墨）マニ ナシ 【元暦】「山際」【類聚】「山際」【古葉】「山際」 ナシ 【元暦】「ヤマキハニ（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】「ヤマキハニ」 山際 ヤマキハ 「（「マキハ」ヲ抹消シテ右）マノハノ」 △
17 長歌 委曲毛 マ（クハシクモ、墨） （左、墨）「マクハシ」 【元暦】「委曲毛」【類聚】「委曲毛」【古葉】「委曲毛」 ナシ
【元暦】「クハシクモ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「クハシクモ」 委曲毛 クハシクモ 「（「クハシク」ヲ抹消シテ右）ツハラニ」 △




【類聚】ナシ【古葉】「ムラサキノ」 紫草能 ムラサキノ ナシ ×
29 長歌 何方 （イ、墨）カサマ（ニ、墨） ナシ 【元暦】「何方」【類聚】「何方」【古葉】「何方」 ナシ
【元暦】「イツカタニ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「イツカタト」 何方 イツカタト 「（「イツカタト」ヲ抹消シテ右）イカサマニ」 △
















シ【古葉】「キコシメス」 所聞食 キコシメス 「（「メス」ヲ抹消シテ右）ヲス」 △
36 長歌 船竟 （フネ、墨）ヨソヒ （左、墨）「キソヒ」「ヨソヒ　イ」「競」 【元暦】「船競」【類聚】「船競」【古葉】「船競」 ナシ
【元暦】「フナクラヘ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「フナクラヘ」 船競 フナクラヘ 「（「クラヘ」ヲ抹消シテ右）キホヒ」 △
45 長歌 太敷為 （フト、墨）キシ ナシ 【元暦】「太敷為」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「フトシケリ（代赭）」「ル（墨）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 太敷為 フトシケル 「（「ケル」ヲ抹消シテ右）カス」 △
45 長歌 古昔念而 イニシヘオモフニ ナシ 【元暦】「古昔念而」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「ムカシヲモヒテ（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 古昔念而 ムカシオモヒテ 「（「ムカシ」ヲ抹消シテ右）イニシヘ」 タヒヤトリセス、ムカシオモヒテ、トイフハ、タヒヤトリストイフコトハ也。セハ、詞ノ助ナルヘシ。











































⑤-B 3 長歌 朝庭 （ア、墨）サニハニ （右、墨）「アシタニハ　イ」 【元暦】「朝庭」【類聚】ナシ【古葉】「朝庭」 ナシ 【元暦】「アシタニハ（朱）」【類聚】ナシ【古葉】「アシタニハ」 朝庭 アシタニハ ナシ △
3 長歌 夕庭 （ユフ、墨）ニハニ （右、墨）「ユフヘニハ　イ」 【元暦】「夕庭」【類聚】ナシ【古葉】「夕庭」 ナシ 【元暦】「ユフヘニハ（朱）」【類聚】ナシ【古葉】「ユフヘニハ」 夕庭 ユフヘニハ ナシ △




聚】ナシ【古葉】「（空白）ラシ」 今他田渚良之 タヲラノ（抹消） 「（本文左）イマタヽスラシ」 △
17 長歌 山際 （ヤマノ、墨）マニ ナシ 【元暦】「山際」【類聚】「山際」【古葉】「山際」 ナシ 【元暦】「ヤマキハニ（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】「ヤマキハニ」 山際 ヤマキハ 「（「マキハ」ヲ抹消シテ右）マノハノ」 △
17 長歌 委曲毛 マ（クハシクモ、墨） （左、墨）「マクハシ」 【元暦】「委曲毛」【類聚】「委曲毛」【古葉】「委曲毛」 ナシ
【元暦】「クハシクモ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「クハシクモ」 委曲毛 クハシクモ 「（「クハシク」ヲ抹消シテ右）ツハラニ」 △




【類聚】ナシ【古葉】「ムラサキノ」 紫草能 ムラサキノ ナシ ×
29 長歌 何方 （イ、墨）カサマ（ニ、墨） ナシ 【元暦】「何方」【類聚】「何方」【古葉】「何方」 ナシ
【元暦】「イツカタニ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「イツカタト」 何方 イツカタト 「（「イツカタト」ヲ抹消シテ右）イカサマニ」 △
















シ【古葉】「キコシメス」 所聞食 キコシメス 「（「メス」ヲ抹消シテ右）ヲス」 △
36 長歌 船竟 （フネ、墨）ヨソヒ （左、墨）「キソヒ」「ヨソヒ　イ」「競」 【元暦】「船競」【類聚】「船競」【古葉】「船競」 ナシ
【元暦】「フナクラヘ（代赭）」【類聚】ナシ
【古葉】「フナクラヘ」 船競 フナクラヘ 「（「クラヘ」ヲ抹消シテ右）キホヒ」 △
45 長歌 太敷為 （フト、墨）キシ ナシ 【元暦】「太敷為」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「フトシケリ（代赭）」「ル（墨）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 太敷為 フトシケル 「（「ケル」ヲ抹消シテ右）カス」 △
45 長歌 古昔念而 イニシヘオモフニ ナシ 【元暦】「古昔念而」【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】「ムカシヲモヒテ（代赭）」【類聚】ナシ【古葉】ナシ 古昔念而 ムカシオモヒテ 「（「ムカシ」ヲ抹消シテ右）イニシヘ」 タヒヤトリセス、ムカシオモヒテ、トイフハ、タヒヤトリストイフコトハ也。セハ、詞ノ助ナルヘシ。











































⑤-B 49 短歌 日雙斯 （ヒナ、墨）メ（セシ、墨） （左、墨）「ナミ　イ」 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 日雙斯 ヒナミセシ
「（本文「日」ノ左）○」「（「ヒナミ」ノ右）○日ヒ
ナヘ」「（「セシ」ヲ抹消シテ右）シノ」 ×





49 短歌 時者来向 （トキハ、墨）コムカフ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 時者来向 トキハキムカフ
「（「キムカフ」ノ後）クル（抹消）」「（「キムカ
フ」ノ左）キムキヌ（抹消）」「（末尾ニ）○来」 ×






















在立之 アリタテシ 「（「テ」ヲ抹消シテ右）タ」「（本文左）〽アリタテシ」 △






見之賜者 ミシタマヘレハ 」「（「ミ」ヲ抹消シテ右）ミ」「（本文左）ミセシ」「（「マ」ノ右）マ」 △
52 長歌 日本乃 ヤマト（ノ、墨） ナシ 【元暦】「日本乃」【類聚】「日本乃」【古葉】本文損傷により判読不能 ナシ
【元暦】「ヒノモトノ（朱）」【類聚】ナシ【古
葉】「ヒノモトノ」 日本乃 ヒノモトノ 「（「ヒノモ」ヲ抹消シテ右）ヤマ」 △
52 長歌 名細 （ナ、墨）クハシ ナシ 【元暦】「名細」【類聚】「名細」【古葉】「名細」 ナシ 【元暦】「ナタヘナル（朱）」【類聚】ナシ【古葉】「ナタヘナル」 名細 ナタヘナル 「（「タヘナル」ヲ抹消シテ右）クハシ」 △

















52 短歌 耳髙之 ミヽタケ（ノ、墨） ナシ 【元暦】「耳髙之」【類聚】「耳髙之」【古葉】「耳高之」 ナシ
【元暦】「ミヽタカノ（朱）」【類聚】ナシ【古





































⑤-B 49 短歌 日雙斯 （ヒナ、墨）メ（セシ、墨） （左、墨）「ナミ　イ」 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 日雙斯 ヒナミセシ
「（本文「日」ノ左）○」「（「ヒナミ」ノ右）○日ヒ
ナヘ」「（「セシ」ヲ抹消シテ右）シノ」 ×





49 短歌 時者来向 （トキハ、墨）コムカフ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】ナシ 時者来向 トキハキムカフ
「（「キムカフ」ノ後）クル（抹消）」「（「キムカ
フ」ノ左）キムキヌ（抹消）」「（末尾ニ）○来」 ×






















在立之 アリタテシ 「（「テ」ヲ抹消シテ右）タ」「（本文左）〽アリタテシ」 △






見之賜者 ミシタマヘレハ 」「（「ミ」ヲ抹消シテ右）ミ」「（本文左）ミセシ」「（「マ」ノ右）マ」 △
52 長歌 日本乃 ヤマト（ノ、墨） ナシ 【元暦】「日本乃」【類聚】「日本乃」【古葉】本文損傷により判読不能 ナシ
【元暦】「ヒノモトノ（朱）」【類聚】ナシ【古
葉】「ヒノモトノ」 日本乃 ヒノモトノ 「（「ヒノモ」ヲ抹消シテ右）ヤマ」 △
52 長歌 名細 （ナ、墨）クハシ ナシ 【元暦】「名細」【類聚】「名細」【古葉】「名細」 ナシ 【元暦】「ナタヘナル（朱）」【類聚】ナシ【古葉】「ナタヘナル」 名細 ナタヘナル 「（「タヘナル」ヲ抹消シテ右）クハシ」 △

















52 短歌 耳髙之 ミヽタケ（ノ、墨） ナシ 【元暦】「耳髙之」【類聚】「耳髙之」【古葉】「耳高之」 ナシ
【元暦】「ミヽタカノ（朱）」【類聚】ナシ【古













































船泊為良武 フナトメスラム 「（「トメ」ヲ抹消シテ右）ハテ」 △














79 長歌 天皇乃 （ス、墨）メロ（キノ、墨） （右、朱）「●〽」 【元暦】ナシ【類聚】「天皇乃」【古葉】「天皇乃」 ナシ
【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「スメラキ
ノ」 天皇乃 スヘラキノ ナシ △




























































船泊為良武 フナトメスラム 「（「トメ」ヲ抹消シテ右）ハテ」 △














79 長歌 天皇乃 （ス、墨）メロ（キノ、墨） （右、朱）「●〽」 【元暦】ナシ【類聚】「天皇乃」【古葉】「天皇乃」 ナシ
【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「スメラキ
ノ」 天皇乃 スヘラキノ ナシ △
79 長歌 冷夜乎 サユル（ヨヲ、墨） ナシ 【元暦】ナシ【類聚】「冷」【古葉】「冷」 ナシ 【元暦】ナシ【類聚】ナシ【古葉】「ヒヘ」 冷夜乎 サユルヨヲ ナシ イハトコト、カハノヒコリテ、サユルヨトイヘルハ、河水ノ、イハトコナトノヤウニコホリタルヲイフ。コホリヲ、ヒトイフハ、ヒユトイフコトハ也。
暮相而朝面無美隠尒加氣長妹之廬利爲里計武(ヨヒニアヒテアサカホナシミカクレニカケナカキイモ
カイホリセリケム)
此歌、古點ニハ、ヨヒニアヒテアシタオモナミシノヒニカケナカキイモカイホリセリケント點ス。第八
巻、縁達師(ヨリユキノイクサカ)歌ニハ、クレニアヒテアサカホハツルカクレノヽハキハチリニキモミ
チハヤツケト點セリ。此二首カヨハシテ檢スルニ〈二〉其心詞ヲ〈一〉カクレノトイフハ、伊勢國ノ名所
也。詠スルニ〈レ〉之ヲ、　アサカホハツルカクレノヽトヨソヘヨメリ。今ノ第一巻ノ歌、アシタオモナミト
點セル、コレアサカホナシミトイフヘシ。サレハ、ヨヒニアヒテアサカホト點スヘキ也。古語ノイヒヤウ
ヲミルニ、朝夕ヲ相對シテイフニ、モシハ、アサヨヒトモイヒ、モシハ、アシタユフヘトモイヒナラハセル
ユヱ也。第三句、イマノウタニハ、シノヒニカト點ス。其心オナシトイヘトモ、カノ第八巻ノカクレノニヨ
ソヘ詠スルヲモテ、オモヒアハスルニ、カクレニカトイフヘシ。
ナシヨヒニアヒテ60 暮相而
【元暦】「ヨヒニアヒテ（本文左、朱）」【類
聚】「ヨヒニアヒテ（本文左、墨）」【古葉】ナ
シ
ナシ【元暦】「暮相而」【類聚】「暮相而」【古葉】ナシナシヨヒ（ニアヒテ、墨）暮相而短歌
－ 69 －
